
経営支援産業の育成・創出に関する総合調査研究（要約とモデル図） 
 

１．目 的 

 情報技術革命とグローバル化という大きな２つの影響を受けて、企業は経営革新ととも

に新しいビジネス・モデルの構築に取り組んできている。このプロセスで、企業を支援す

る産業として、「経営支援産業」と呼ぶべき一群の業種・業態が大きな貢献をしている。 

 ここで言う「経営支援産業」を定義すると「産業構造の変革と人材流動化の時代にあた

り、経営活動の革新、人材の開発・育成など企業の数多くの課題に対して、国際化、効率

化などの観点から、マネジメント・サービスを担っている産業の総称」といえる。 

 しかし経営支援産業にもまだ解決すべき諸課題が残されており、調査によると、①経営

支援産業に対して情報公開を求める声があること、②経営支援産業はそれぞれ専門特化し

つつあるものの、そのため却って、徐々に融合化して新たな業態開発の方向が見られるこ

とが明らかになった。経営支援産業をさらに育成し、新たな経営支援活動の創出を図るた

めには、個別の業界の枠を超えて、「経営支援産業」として結集し、新たなビジネスモデル

を確立することが求められる。 

 こうした認識のもとに、本調査研究では、わが国企業の国際競争力強化に資する「知の

戦略的協議会」として、顧客企業とのコラボレーション（共創）をめざした「経営支援産

業の新しい業界組織（協議会）」を設立することを提案し、その目的と活動内容について具

体例を示した。 

 

２．経営支援産業・新協議会（仮称）の設立について 

２－１．経営支援産業に含まれる業種 

シンクタンク 経営コンサルティング 会計監査法人 ＩＲ・広報支援 

リスクマネジメント支援  ＩＳＯ支援 ＩＴ関連（ｿﾌﾄ開発・ﾈｯﾄﾜｰｸ等） 

人材派遣  能力開発・教育研修 職業紹介  アウトプレースメント 

ネット転職サービス マーケティング・リサーチ  ベンチャー支援 

Ｍ＆Ａ リーガル・サービス 知的財産権関連 ＮＰＯ法人 その他 

２－２．新協議会の目的 

 新協議会は、顧客企業と経営支援産業との共創によって、以下の目的を達成する。 

① 経営支援産業の社会的信頼性の向上を図る 

② 顧客企業と経営支援産業のネットワークを構築する 

③ 経営支援産業としての新しいサービスについて開発研究を行う 

④ 経営支援産業発展のための調査研究・社会的提言を実施する 

⑤ その他顧客企業のニーズに合致した活動を展開する 

２－３．主な活動 

① 経営支援産業をより利用しやすくするための積極的に情報提供を行う 

② 倫理基準を策定して、顧客企業からの信頼性を高めていく 

③ 業界横断的なスキル評価認定制度や資格制度を構築して、専門性の保証を強化する 

④ 経営支援産業間の連携や協力のための相談に応じる 

⑤ 顧客企業のニーズ把握のため、実態調査や懇談会を実施する 

⑥ 顧客企業の参加を得て、新しい経営支援サービスのモデルの開発研究を行う 

２－４．活動の形態 

① 会員の相互交流を目的としたプロジェクトの実施 

② 新協議会のＰＲを目的とした活動 

③ 経営支援産業の機能面から見たグループ毎の活動（例示：Ａ．社会変化への適応グ

ループ、Ｂ．制度化支援グループ、Ｃ．人材ビジネスグループ、Ｄ．システム改革

グループ） 



顧客企業、経営支援産業の共創による 

新協議会の活動基本モデル 

 

日本経済をとりまく２大環境要因 

  経済のグローバル化    ＩＴ革命の進展 

企 業 戦 略 

選択と集中の経営 柔軟性、機動性ある経営 顧客、ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰ重視の経営 

経営支援産業の対応 顧客のニーズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      目 的                  主な活動  

 

 

 

 

 

  基盤整備のための取組  

 

 

 

 

 

♦ 
♦ 
♦ 
♦ 
♦ 
♦ 

自社にはない専門サービス 

コストに見合った成果要請 

経営戦略実現のパートナー 

専門性や信頼性の保証 

料金、業務名内容の情報公開

サービスのパッケージ化によ

る利便性の向上、コスト軽減 

♦ 
♦ 

 

♦ 
 

♦ 

・社会的信頼度向上 

・事業領域拡大 

・市場拡大 

・経営戦略実現 

・サービスの質的向上 

・コスト軽減 

①社会的信頼性の向上 

②顧客企業とのﾈｯﾄﾜｰｸ構築 

③調査研究・社会的提言 

④顧客ニーズの把握 

雇用多様化・

人材流動化 

人材育成・能

力開発 

協議会活動

内容 

制度的インフ

ラ整備 

ビジネスモデ

ル構築 

①積極的な情報提供 

②倫理基準の策定 

③業界横断的スキル評価認定制度・資格制度

④顧客と経営支援産業相互間の連携・協力 

⑤顧客企業のニーズ調査・懇談会 

⑥新しい事業モデルの開発 

産業界との交

流・情報発信

新業態・新サ

ービス開発 

新たな専門サービス開発への取組 

創造的な産業

ﾈｯﾄﾜｰｸ構築 

専門サービスの質的向上 

コストに見合ったサービス

提供

サービスの複合化によるワ

ンストップ・サービスの提供

情報公開・提供 



 


